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   2025年５月23日 

各 位    

  会 社 名 株式会社ミラタップ 

  代表者名 代表取締役社長 山根 太郎 

   （コード番号：3187 東証グロース） 

  問合せ先 取締役副社長 津﨑 宏一 

   （TEL．06-6359-6721） 

 

2025年９月期 第２四半期決算説明動画 

及び決算説明資料（書き起こし）公開に関するお知らせ 

 

 当社は、2025年９月期第２四半期決算説明動画と書き起こし資料を公開いたしましたので、以下

のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 決算説明動画URL 

https://irp-system.net/presenter/?conts=01jvbqca3fw80wd2jaebeec8rt 

 

２. 2025年９月期第２四半期決算のポイント 

（１）当期の位置づけ 

構造変革期、成長加速期を経て、当期より飛躍期に突入いたしました。飛躍期では、これま 

での成長率を上回る高成長を目指しており、飛躍期初年度の当期は、社名変更を契機に、

TVCMをはじめとした広告宣伝を集中投下することで認知度を拡大する期間と位置づけてお

ります。 

 

（２）2025年９月期第２四半期決算概要 

第２四半期累計期間において、過去最高の売上高を達成いたしました。利益面では、１億３

千１百万円の営業損失となりましたが、これは認知度拡大のための投資や倉庫移転、本社移転

に伴う一時的な費用等によるもので、前年同期より減少していますが、想定どおりです。 

主要なKPIに設定しているインスタグラムのフォロワー数は順調に増加しており、ECサイ

トの流入数はまだ前年同期を下回っているものの回復傾向にあります。また、新社名「ミラ

タップ」で検索された数は、前年同期に旧社名「サンワカンパニー」で検索された数の約２倍

となっており、認知拡大施策の効果が徐々に表れ始めております。 

 

 以 上 



皆さん、こんにちは。

株式会社ミラタップ、代表取締役社長、山根太郎です。

ただいまより、2025年９月期第２四半期決算についてご説明いたします。

よろしくお願いいたします。



本日の目次はこちらです。

決算概要、トピックスの順にご説明いたします。



まずは、決算概要です。



業績についてのご説明の前に、
当期の位置づけについてお話しさせていただきます。

当社はこれまで、構造変革期、成長加速期を経て、
当期より飛躍期に突入いたしました。

2019年からの構造変革期では、
売上成長を維持しつつ、高収益な企業体質に変革し、
2022年からの成長加速期では、
その名のとおり、年平均成長率10.3％と高い成長を実現してまいりました。

当社は、昨年10月１日に社名変更しましたが、この社名変更を契機に、
TVCMをはじめとした広告宣伝を集中投下することで認知度を拡大し、
飛躍期では、これまでの成長率を上回る高成長を目指してまいります。
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それでは、当第２四半期の業績についてご説明いたします。

売上高は、85億７千９百万円となり、
第２四半期累計期間として過去最高を達成いたしました。

利益面では、営業損失１億３千１百万円と、前年同期から減少していますが、
これは社名変更に伴う認知拡大施策を実施していることによるもので、
想定どおりとなっております。

なお、当期におきましては、
第２四半期累計期間で約6.4億円の広告宣伝費を投下しております。



続きまして、セグメント別の業績と進捗状況です。

メイン事業である、住設・建材EC事業の売上高は、76億９千２百万円と、
前年同期比で3.2％の増加となりました。

セグメント利益は、３億１千２百万円と、前年同期から66.3％減少しておりますが、
こちらは先ほどご説明のとおり、社名変更に伴う認知拡大施策に広告宣伝を投下してい
ることによるものです。

通期計画に対する進捗は46.3％となっており、想定からはやや遅れております。
社名変更の影響で、売上の伸びが一時的に弱まることは想定していたものの、
ドメイン変更の影響が想定よりも大きく、検索順位の回復にやや時間を要しております。
ただ、すでに回復の兆しは見えており、当初計画どおり、売上・利益ともに下期にかけ
て拡大していくものと見込んでおります。

一方、住宅事業の売上高は、８億８千８百万円、セグメント損失は３千６百万円となり
ました。
住宅の市場環境は、物価高や住宅ローン金利の上昇など、厳しい状況が継続しておりま
す。



次に、四半期売上高の推移です。

住設・建材EC事業単体での四半期売上高が初めて40億円を超え、
過去最高の四半期売上高を達成しております。

住宅事業は前年同期の売上高を下回りましたが、
連結での四半期売上高は過去最高となっております。



続いて、売上高・売上総利益・販管費の推移です。

当社の収益構造として、販管費の多くは固定費となっておりますが、
当期は社名変更に伴う認知拡大施策に広告宣伝を集中投下していることに加え、
倉庫移転や本社移転に伴う一時的な費用の発生により、販管費の額が増加しております。

広告宣伝費の内訳につきましては、こちらのスライド右側で示しておりますが、
ご覧のとおり、認知広告に多くの資金を投下しております。

なお、社名変更直後の第１四半期に最も多く広告宣伝を投下し、第２四半期以降は、
施策の効果を検証しながら規模や内容を調整していく計画としております。



続きまして、営業利益の増減要因についてご説明いたします。

前年同期の営業利益、６億２千２百万円に対して、
当第２四半期は、営業損失、１億３千１百万円となりました。

これは、認知拡大施策としての広告宣伝費や販売促進費をはじめ、
コールセンターの増設やインフラの強化、また、倉庫移転や本社移転に伴う
一時的な費用の発生によるものです。

当期は、次の飛躍に向けた基盤を固める期間として一旦減益となっておりますが、
ここでしっかりと投資をして、飛躍期の成長へとつなげてまいります。



次に、貸借対照表についてご説明いたします。

当第２四半期末の資産残高は、97億２千６百万円となっております。

変動が大きかった項目として、
資産の部では、本社移転により建物や建物付属設備、備品などの有形固定資産と、
保証金の差し入れにより投資その他の資産が増加しております。

負債の部では、認知拡大施策への資金投下や本社移転関連費用支払いのため、
短期及び長期借入金が増加しております。



次に、キャッシュ・フロー計算書です。

中間純損失となりましたが、棚卸資産の減少と減価償却費の増加などにより、
営業キャッシュ・フローは、１億８千２百万円となりました。

また、本社移転に伴う固定資産の取得、倉庫管理システムの開発、支店増床に伴う敷金
の支払い、社名変更に伴うシステム改修などにより、投資キャッシュ・フローは、マイ
ナス７億７千６百万円となりました。

財務キャッシュ・フローにつきましては、配当金の支払いと自己株式の取得を行いまし
たが、借入れを行ったことで、３億７千４百万円となり、
第２四半期末の現預金残高は、18億２千２百万円となっております。
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次に、商品カテゴリ別売上高についてご説明いたします。

主力の洗面カテゴリは好調に推移しており、全売上高に占める割合も上昇しております。

洗面カテゴリでは、当社のデザインコンセプト「ミニマリズム」を体現したシンプルな
ミラーボックス《スミス》や、昨年発売した１ミリ単位でサイズオーダーできる《ピッ
タミラー》というミラーなどの販売が好調で、洗面カテゴリの成長に大きく貢献してお
ります。

建具とタイルのカテゴリは第１四半期での遅れが大きく、累計では前年対比マイナスと
なっておりますが、第２四半期では前年同期の売上を上回り、回復の兆しが見えており
ます。

収納と壁材のカテゴリは、まだ全体に占める割合はそれほど大きくありませんが、
非常に好調に成長しております。



続いて、主要KPIの推移についてご説明いたします。

インスタグラムのフォロワー数は将来顧客として、
ECサイトの流入数は顕在顧客として、重要な先行指標になると認識しております。

インスタグラムのフォロワー数は、2025年３月31日現在で18.3万人となっており、
住宅設備業界ではトップクラスのフォロワー数を誇っております。

ECサイトの流入数は、社名変更の影響で減少しておりますが、想定の範囲内です。

ドメイン変更により検索表示順位が下がったことで、キーワード検索からの流入が
大幅に減少しましたが、継続的なSEO対策により回復の兆しが見えております。

指名検索につきましては、「ミラタップ」で検索された数が、
前年同期に旧社名「サンワカンパニー」で検索された数の２倍近くになるなど、
社名変更と認知拡大施策の効果が表れ始めております。



ここで、
当社が当期に実施しているマスメディア広告のねらいについてご説明いたします。

当社はこれまで、
住宅の購入を検討している層に向けたアプローチを主に行ってまいりました。

アプローチの方法としましては、メイン顧客層である20代から40代に向けて、
SNS広告やYouTube広告、リスティング広告といったウェブを中心に効率的な
マーケティングを実施してまいりました。

当期は、社名変更を契機に一気に認知度を拡大するため、
TVCMや交通広告といったマスメディア広告も活用し、顕在顧客層のみならず、
潜在顧客層を含めたより幅広い層へのアプローチを強め、
飛躍期におけるさらなる成長に向けて、広告宣伝費を戦略的に投下してまいります。

社名認知と採用意向には相関関係があることがわかっているため、
認知率、想起率、好感度を上げることで、需要が顕在化した際、
いちばんに想起してもらえる存在になることを目指してまいります。
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認知拡大施策として、当期は、地上波でのTVCMを実施しております。

まずは、当社のブランドイメージを伝えるCMを放映しておりましたが、
第２四半期では、これまでTVerでのみ配信を行っていたCMの地上波放送も
開始いたしました。

１つは、当社のブランドイメージを表現したCM、
もう１つは、たくさんの中から選びたい人も、デザインにこだわりたい人も、
家づくりをする人それぞれの理想の住空間を、当社でなら叶えられるということを
伝えるCMとなっております。

これら両方のCMをご覧いただくことで、ブランド認知の獲得のみならず
当社事業の特長についての理解も深めていただくことを目指しております。

また、これまでのCM施策の効果として、当社のCMを視聴したことがある人は、
社名認知のみならず採用意向も高まる傾向があることがわかっております。

さらに、自然検索、指名検索流入ともに増加傾向となっており、
指名検索流入につきましては、前年同期比で約２倍となりました。

TVCMをはじめとするマスメディア広告の顧客獲得効果は不確実のため、定期的に
認知度調査を実施し、実績を見ながら規模や内容を調整することとしております。
今後の方向性としましては、効率の良い視聴媒体での配信を強化するとともに、
将来顧客獲得に向けた種まきとして、広く一般層へ向けたアプローチについても
継続予定としております。
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その他、TVCM以外の認知拡大施策の取り組み状況につきましてもご説明いたします。

認知拡大施策として、TVCM以外にも、TVerや交通広告などを活用して、
幅広くアプローチを行っているほか、全国各地で開催される展示会へ積極的に出展
することで、既存顧客への社名変更周知にも取り組んでおります。

また、当社商品は住宅のみならず、ホテルや店舗、オフィスなど非住宅の案件や
リフォーム・リノベーション案件でもお使いいただけることを周知していくため、
SNSなどを活用して当社商品の採用事例のご紹介なども行っております。

社名変更前ではありますが、2024年に札幌で実施した交通広告が、
先日、広告の最優秀デザイン賞を受賞いたしました。

こちらの賞は、優れたクリエイティブ表現と訴求力を持つ広告に贈られる賞であり、
当社のクリエイティブ力とブランド価値の高さを証明するものであると捉えております。

認知拡大を目指すフェーズにおいて、この受賞は励みになるものであり、
今後もブランドイメージとブランド認知を向上させる取り組みを実施してまいります。
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こちらは、皆様が知りたいと思われるであろうことを想定Q&Aの形にしたものとなりま
すので、またご覧いただければと思います。





次に、第２四半期のトピックスについてご説明いたします。



１つ目は、
YouTubeチャンネルで当社商品をご紹介いただいたというトピックスです。

こちらは、「クリエイティブの裏側」という、
インテリア商品や空間づくりの解説が人気のYouTubeチャンネルとなりますが、
チャンネル登録者数は2025年３月時点で42.8万人と大変人気のチャンネルとなって
おります。

チャンネル運営者の崇島（たかしま）様が手掛けられたリノベーション物件が
紹介されており、当社の東京ショールームで商品をお選びいただくご様子や
施工後のお部屋を公開されております。

こちらの資料にもリンクを貼っておりますので、ぜひご覧いただければと思います。
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次に、非住宅分野における取り組みについてご紹介いたします。

当社商品は、住宅向けと思われている方が多いかと思いますが、売上高の２割ほどは
住宅以外のホテルや店舗、オフィスなど、非住宅向けに販売しております。

今回は、当社が協賛しているプロバスケットボールチーム、神戸ストークスの
新しい本拠地である「GLION ARENA（ジーライオンアリーナ）KOBE」での採用事例
についてご紹介させていただきます。

こちらのアリーナのVIPフロアに当社のキッチンが設置されました。
ほかにも、エントランスやエレベーターホールのタイル、洗面スペースなどでも、
当社商品をご採用いただきました。

非住宅での採用事例としては、今回ご紹介したアリーナ以外にも、
ゴルフ場併設の宿泊施設や、４月に開幕した大阪・関西万博の複数の海外パビリオン
などでも、当社商品が採用されております。

住宅だけでなく、非住宅分野においても、売上拡大を目指してまいります。
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続いて、デザイン賞の受賞についてご紹介いたします。

この度、世界三大デザイン賞の一つである「iFデザイン賞」を受賞し、
11年連続の受賞となりました。

受賞商品はご覧のとおりで、
洗面スペースの商品から玄関周りの商品まで幅広く受賞しております。

こちらの賞では、受賞企業の過去５年間の累積ポイントから選出される
「ワールドデザインインデックス」というものがあり、
当社は日本ランキングで685社中18位、アジアランキングで7,200社中97位に
ランクインいたしました。

デザイン賞につきましては、
当社のデザイン性の高さを客観的に証明してくれるものであると捉えております。
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次に、小物・インテリア商品の取り扱い拡充についてご紹介いたします。

当社は、売上高の約８割がオリジナル商品ですが、オリジナル商品以外にも、
厳選した商品を仕入れて、当社ECサイトで販売しており、当社はポータルサイト
としての役割も果たしております。

各メーカーからは、当社オリジナル商品とも合わせやすいデザインや機能性をもつ
アイテムを厳選して仕入れており、ラインナップを幅広く持つことで、既存の主力商
品とのクロスセルも期待できると考えております。

今後も、建材・住宅設備のみならず、くらしにまつわる商品を幅広く展開していく
ことで、さらなる売上拡大を目指してまいります。
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続いて、住宅事業に関するトピックスです。

住宅事業では、加盟工務店様と協力しながら、自由設計の住宅を供給していく
ASOLIEというボランタリーチェーンを運営しております。

すでに一定数の加盟工務店様が集まっていますので、
前期及び当期は、実例を作っていくことに注力しております。

当期におきましても、当社が提供するデザインコードを使用して建てられた
《ASOLIEの家》が全国各地で新たに竣工しております。

それぞれの物件では、玄関やキッチン、洗面スペースなどで当社の商品が多数採用
されており、住設・建材EC事業とのシナジーも生み出しております。

《ASOLIEの家》をとおして、個々の商品ではなく、空間まるごと当社の魅力を提供
できるようになることを目指してまいります。
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最後は、当期に事業を譲り受けたSUVACOについてのトピックスです。

SUVACO事業では、「SUVACO」と「リノベりす」という２つのサイトを運営しており、
「SUVACO」は、家づくりをしたい人と住まいの専門家をつなぐマッチングプラット
フォーム、「リノベりす」は、「SUVACO」の姉妹サイトとして運営するリノベーショ
ンに特化した情報サイトです。

これらのサイトで、2024年に公開された住宅事例の中からユーザーの注目を集めた事例
をランキング形式で発表いたしました。

ランキングは、閲覧数やお気に入り数をもとに作成しており、
ユーザーの動向やトレンドをストレートに伝えられるコンテンツとなっております。

ユーザーは、人気の事例やトレンド情報をチェックできるほか、
これから作りたい住まいの方向性をつかむきっかけにもなります。

また、これらのランキング記事は人気コンテンツのため、専門家にとっては自社PRにつ
ながりやすく、自社HPへの流入が増えたという事例もあります。

SUVACOが運営するこれらのサイトをとおして、家づくりの上流にいるユーザーの方々
と早期につながり、当社のことを知ってもらうことで、需要が顕在化した時に想起して
もらえる存在となれるよう、シナジー創出に取り組んでまいります。



以下は参考資料となりますので、
またお時間のある時にご覧いただけますと幸いです。

ご視聴ありがとうございました。
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